








研究目的 

 体外から無侵襲的に胸部の状態を推測する方法として胸部インピーダンス

(transthoracic impedance)が用いられるようになり,成人では,循環や呼吸の状態を知る

目的で臨床的に利用されている。 

 胸部で測定されたインピーダンス値の変化分(△Z)は,肺の含気量により変動するので呼

吸の型や呼吸数の測定などに用いることが出来る。現在用いられている新生児呼吸監視装

置では,呼吸の検出に△Z を用いる型が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


